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新
年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

み
な
さ
ま
に
は
お
元
気
で
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
会
員
、
教
職
員
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昭
和
五
十

八
年
三
月
の
一
回
生
か
ら
二
十
九

年
を
へ
て
、
卒
業
生
が
八
〇
八
七

名
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
国
内
で
は
、
三
月

十
一
日
に
お
き
ま
し
た
東
日
本
大

震
災
及
び
福
島
原
発
事
故
、
世
界

で
は
、
中
東
地
域
で
の
民
主
化
な

ど
政
治
的
要
素
の
紛
争
、
タ
イ
の

大
洪
水
等
な
ど
、
世
界
中
が
大
き

な
危
機
に
遭
遇
し
た
一
年
で
し
た
。

同
窓
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
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六
月
十
八
日
の
第
一
回
役
員
会
に

お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度
の
事

業
報
告
、
決
算
・
監
査
報
告
、
二

十
三
年
度
の
行
事
・
予
算
の
審
議

を
行
な
い
満
場
一
致
で
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
行
事
で
は
、
通
信

制
前
期
卒
業
式
へ
の
出
席
が
新
た

に
加
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
則

の
一
部
改
正
を
行
な
い
、
つ
ね
に

前
進
す
る
同
窓
会
を
目
指
し
ま
す
。

昨
年
度
の
会
報
に
学
年
代
表
の

状
況
を
報
告
し
ま
し
た
が
再
掲
し

ま
す
と
昭
和
五
十
八
年
三
月
同
窓

会
発
足
以
来
二
十
七
年
、
学
年
代

表
委
員
の
年
齢
も
高
齢
化
が
進
み
、

宛
先
不
明
・
ご
逝
去
・
病
気
治
療

中
・
介
護
・
仕
事
や
老
人
会
・
自

治
会
役
員
等
多
種
多
様
の
事
象
の

為
、
同
窓
会
活
動
に
出
席
で
き
な

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
平
川
会

長
は
じ
め
多
く
の
役
員
の
方
々
の

本
校
に
寄
せ
る

｢

母
校
愛｣

の
深

さ
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。｢

江
津
高
校｣

か
ら

｢

湧

心
館
高
校｣

へ
と
校
名
が
変
わ
っ

て
も
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
揺
る

ぎ
な
い
母
校
へ
の
思
い
や
期
待
に

何
ら
変
わ
り
が
な
い
こ
と
を
知
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
本
年
度
の
教
育
目
標
を
、

｢

自
主
・
責
任
・
創
造｣

の
校
訓

の
も
と
、(

１)

豊
か
な
心
を
育

む
教
育
の
充
実

(

２)

確
か
な
学

力
を
育
む
教
育
の
充
実

(

３)

進

路
目
標
達
成
を
目
指
す
教
育
の
充

実
と
い
た
し
ま
し
た
。
ひ
と
り
一

人
の
生
徒
を
大
切
に
し
た
教
育
、

生
徒
の
自
己
実
現
を
目
標
に
し
た

き
め
細
か
な
教
育
を
展
開
し
て
い

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
物
心
両
面
に
渡
り
、
本
校
へ
の

温
か
い
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
は
、
全
国
に
七
校
し
か
な

い
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信
制
の

三
つ
の
課
程
を
併
設
す
る
特
色
あ

る
高
等
学
校
と
し
て
、
創
立
三
二

年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

間
の
本
校
の
同
窓
生
は
、
昭
和
五

七
年
の
第
一
回
卒
業
生
一
九
三
名

か
ら
、
平
成
二
二
年
度
卒
業
生
三

四
九
名
ま
で
、
総
計
八
〇
八
〇
名

を
数
え
ま
す
。

昨
年
六
月
、
平
成
二
三
年
度
同

窓
会
第
一
回
役
員
会
に
参
加
い
た

る
と
こ
ろ
で
す
。

時
代
の
変
化
と
共
に
、
本
校
生

徒
の
実
態
も
多
様
化
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
全
・
定･

通
い
ず
れ

の
課
程
で
あ
れ
本
校
の
使
命
は

｢

生
徒
ひ
と
り
一
人
に
、
こ
の
湧

心
館
高
校
で
、
夢
に
向
か
っ
て
切

磋
琢
磨
し
、
豊
か
な
心
・
確
か
な

学
力
な
ど
の
生
き
る
力
や
困
難
な

中
で
も
逞
し
く
生
き
抜
く
こ
と
が

で
き
る
力
な
ど
を
身
に
付
け
さ
せ
、

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
学
舎
か
ら

羽
ば
た
か
せ
る
こ
と
。
そ
し
て
社

会
的
自
立
・
職
業
的
自
立
が
で
き

る
人
間
に
育
て
る
こ
と｣

で
あ
る

と
、
年
頭
に
当
た
り
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
そ
し

て
原
発
事
故
と
、
未
曾
有
の
災
害

を
経
験
し
、
自
然
へ
の
畏
敬
と
共

に
、
人
と
人
と
の
絆
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
年
が
、
日
本
・
世
界
に
と
っ
て

災
害
や
戦
争
の
な
い
平
和
な
年
で

あ
る
こ
と
を
念
じ
な
が
ら
、
同
窓

会
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

い
状
況
で
誰
か
と
交
代
し
た
い
、

辞
退
し
た
い
が
後
任
が
い
な
い
旨

の
連
絡
を
多
く
の
学
年
代
表
委
員

の
方
か
ら
頂
い
て
い
ま
し
た
の
で
、

役
員
会
で
検
討
を
行
な
い
学
年
代

表
委
員
か
ら
若
干
名
を
同
窓
会
へ

の
貢
献
度
・
出
席
状
況
な
ど
を
考

慮
し
、
上
限
を
も
う
け
て
部
会
代

表
執
行
役
員
と
し
、
二
年
の
任
期

で
交
代
で
き
る
よ
う
に
改
め
ま
し

た
。
会
則
に
つ
い
て
は�
面
に
内

容
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
同
窓
会
活
動
は
、
四
月

の
三
課
程
の
入
学
式
、
五
月
の
体

育
祭
へ
の
出
席
、
監
査
、
六
月
・

一
月
の
同
窓
会
役
員
会
、
九
月
の

通
信
制
卒
業
式
へ
の
出
席
、
十
月

の
江
極
だ
よ
り
編
集
会
議
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
運
営
会
議
、
一
月
の
会

報
発
行
、
二
月
か
ら
の
三
課
程
の

同
窓
会
入
会
式
、
三
月
の
三
課
程

の
卒
業
式
へ
の
出
席
な
ど
を
計
画

し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
通
信
制

大
学
や
本
校
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
で

き
る
よ
う
に
バ
ナ
ー
も
設
け
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
年
も
同
窓
会
会
員
の
力
を
結

集
し
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
よ
う
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多

き
輝
か
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

������同
窓
会
会
長

平

川

誠

二

����������������������湧
心
館
高
校
長

坂

本

道

行

こ
の
一
年
、
私
は
知
り
合
い
の

方
を
通
じ
て
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
経

験
を
何
度
か
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

紹
介
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
へ
の

感
謝
と
共
に
、
自
分
自
身
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
も
繋
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
夢
や
目
標
を
決
め
る

時
、
と
き
に

『

な
れ
る
か
分
か
ら

な
い
か
ら
、
や
め
た
方
が
…』

と

人
か
ら
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
目
標
を
持
っ

て
進
む
こ
と
は
、
そ
の
時
の
自
分

が
進
む
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
仮
に
、

自
分
が
憧
れ
た
こ
と
と
違
う
道
に

進
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
が
、
自

分
に
と
っ
て
必
要
な
方
向
に
引
き

寄
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
一
心
に
続

け
て
い
っ
た
人
が
、
夢
や
目
標
を

叶
え
る
の
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
春
の
時
期
。
皆
さ
ん
の
望
む

こ
と
、
挑
戦
し
た
い
こ
と
が
、
沢

山
叶
う
時
期
に
な
り
ま
す
よ
う
に
…
。

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

｢

出
来
ま
せ
ん｣

の
言
葉
を
も
ち

い
ず
、｢

ま
ず
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ

せ
て
戴
き
ま
す
。｣

の
精
神
で
お

客
様
に
接
し
て
い
ま
す
。

結
び
に
皆
様
と
も
、
湧
心
館
高

校
の
卒
業
生
と
し
て
、
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

卒
業
し
て
、
早
、
三
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
江

津
高
校
時
代
に
入
学
、
途
中
休
学

し
、
十
八
年
ぶ
り
に
学
校
に
出
向

い
た
時
に
は
湧
心
館
高
校
と
校
名

が
変
更
さ
れ
、
私
も
三
十
七
歳
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
事
務
室
を
訪

ね
、
学
校
に
通
い
た
い
と
伝
え
た

と
こ
ろ
、
暖
か
く
迎
え
て
頂
い
た

そ
の
日
の
こ
と
は
、
今
で
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
在
学
中
は
、
高
校

生
の
長
男
と
中
学
生
の
次
男
に
レ

ポ
ー
ト
作
成
を
手
伝
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
の
高
校
生
で
し
た
。
三
年

間
の
高
校
生
活
で

｢

家
族
の
絆｣

｢

年
齢
を
超
え
た
友
達｣

｢

積
極
的

な
活
動｣

の
貴
重
な
三
つ
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
私

は
介
護
保
険
事
業
の
会
社
を
、
一

人
で
立
ち
上
げ
、
奮
闘
し
て
い
ま

す
。
き
っ
か
け
は
、
パ
ソ
コ
ン
ク

ラ
ブ
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

た
資
料
作
成
を
希
望
し
、
先
生
方

に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
老
人
の
薬
の
管
理
に
つ
い
て
ま

と
め
た
と
こ
ろ
、
知
り
合
い
の
薬

剤
師
会
よ
り
、
発
表
の
場
を
も
う

け
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

が
大
き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
後
、
早
速
、
会
社
設
立
を
目

標
に
準
備
を
し
、
頑
張
れ
ば
頑
張

る
ほ
ど
、
周
囲
の
協
力
を
得
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
一
人
で
仕
事

を
す
る
の
は
と
て
も
大
変
で
は
あ

り
ま
す
が
、
同
級
生
や
家
族
み
ん

な
が
応
援
し
て
く
れ
ま
す
。
一
人

の
会
社
か
ら
二
人
、
三
人
と
従
業

員
を
増
や
し
社
会
に
大
き
く
貢
献

で
き
る
よ
う
に
、
現
在
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
私
は
、
い
つ
も
考
え
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

｢

個
性｣

と
い
う
言
葉
で
す
。
周

り
と
比
べ
ら
れ
る
と
目
立
た
な
い
、

変
わ
っ
た
人
か
も
知
れ
な
い
が
、

私
は
、
独
り
し
か
い
な
い
、
私
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
を
考
え
な
が

ら
日
々
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
チ
ョ
ッ

ト
し
た
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

目
線
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
ん
な
こ
と

��������
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平成23年度同窓会予算書

１. 一般会計
(収入の部) 単位：円

科 目 当初予算額 前年度予算額 増 減 備 考

会 費 1,800,000 1,800,000 0
全日制 120名×5,000円
定時制 40名×5,000円
通信制 200名×5,000円

繰 越 金 444,364 645,693 △201,329
雑 収 入 136 307 △171 預金利息
計 2,244,500 2,446,000 △201,500

(支出の部)
科 目 当初予算額 前年度予算額 増 減 備 考
事務通信費 650,000 600,000 50,000 郵送料､ 消耗品､ ＨＰ更新費等
会 議 費 250,000 300,000 △50,000 役員会費､ 交通費等
学校行事費 200,000 200,000 0 卒業証書用ホルダー
会 報 費 200,000 200,000 0 同窓会新聞 ｢江極だより｣ 発行
名簿管理費 150,000 200,000 △50,000 同窓会員名簿データ入力等
給 与 60,000 50,000 10,000 事務職員給与
積 立 金 650,000 800,000 △150,000 積立金
予 備 費 84,500 96,000 △11,500
計 2,244,500 2,446,000 △201,500

２. 特別会計
(１) 前年度からの繰越金 4,086,231円
(内訳：特別会計2,964,706円､ 創立30周年記念事業費会計より1,320,953円)

(２) 湧心館太鼓部への補助 1,000,000円
(３) 残高 ((１) － (２)) 3,285,659円

�����������������������������������������������������������������������������������������������������

平
成
十
七
年
度
通
卒

小
林
夕
希
子

冬
の
寒
さ
を
日
々
実
感
し
て
い

る
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。
み
な
さ

ま
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

新
年
を
迎
え
て
、
ま
た
新
た
な

気
持
ち
で
同
窓
会
活
動
に
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
個
人
の
近
況
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
最
近
始
め
た
仕
事
が
忙
し

く
て
、
慌
た
だ
し
い
日
が
つ
づ
い

て
い
ま
す
。
環
境
の
変
化
に
対
応

す
る
べ
く
、
日
々
奮
闘
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
は
、
同
窓
会

会
計
と
し
て
、
初
め
て
の
活
動
を

し
ま
し
た
が
、
自
分
自
身
、
反
省

す
べ
き
点
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
で
は
改
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

卒
業
生
の
み
な
さ
ま
、
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

(残高の部) 単位：円
収入決算額 支出決算額 残高合計 摘 要
2,395,902 1,951,538 444,364 残高は平成23年度へ繰り越し

(支出の部) 単位：円
科 目 当初予算額 更正額 更正予算額 決算額 予算残額 備 考

事務通信費 600,000 579,905 20,095 郵送料､ 封筒印刷代､ ホームページ年間管理料
会 議 費 300,000 189,623 110,377 役員会活動費
学校行事費 200,000 156,250 43,750 卒業証書用ホルダー
会 報 費 200,000 116,315 83,685 同窓会新聞印刷代
名簿管理費 200,000 63,000 137,000 同窓会新聞郵送用宛名シール代
給 与 50,000 41,825 8,175 事務補助職員手当
積 立 金 800,000 800,000 0 同窓会積立金へ充当
予 備 費 96,000 4,620 91,380 ドメイン名登録サービス契約更新料

計 2,446,000 1,951,538 494,462

１. 一般会計
(収入の部) 単位：円

科 目 当初予算額 補正予算額 決 算 額 増 減 備 考
会 費 1,800,000 1,750,000 △50,000 350名×5,000円
繰 越 金 645,693 645,693 0
雑 収 入 307 209 △98 預金利息

計 2,446,000 2,395,902 △50,098

平成22年度同窓会決算書

関係諸帳簿及び書類を監査した結果､ 上記のとおり相違
なく正確かつ適法に執行されていることを認めます｡

平成23年５月22日

監査委員

平
成
二
十
四
年
度
行
事
予
定

４
月
９
日

(

月)

入
学
式

(

全
日
制)

４
月
10
日

(

火)

入
学
式

(

定
時
制)

４
月
15
日

(

日)

入
学
式

(

通
信
制)

５
月
12
日

(

土)

体
育
大
会

(

全
日
制)

６
月
10
日

(

日)

県
定
通
体
育
大
会

９
月
28
日

(

金)

前
期
卒
業
式(

通
信
制)

９
月
30
日

(

日)

文
化
発
表
会(

通
信
制)

10
月
13
日

(

土)

湧
心
祭

(

全
日
制)

10
月
14
日

(

日)

県
定
通
文
化
大
会

11
月
９
日

(

金)

湧
定
祭

(

定
時
制)

３
月
１
日

(

金)

卒
業
式

(

全
日
制)

３
月
２
日

(

土)

卒
業
式

(

定
時
制)

３
月
３
日

(

日)

卒
業
式

(

通
信
制)

��������

平
成
二
十
年
度
通
卒

高
橋

和
子

���������

平
成
十
八
年
度
通
卒

宮
本

和
扶

���������

３. 監査報告

２. 特別会計 単位：円
収入 支出 残高

残高は平成23年
度へ繰り越し

前年度繰越金 創立30周年記念事業
会計より定期預金 本年度積立金 預金利子 合 計

2,964,706 320,953 800,000 572 4,086,231 0 4,086,231
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創
立
32
周
年
の
本
年
度
は
新
入

生
157
名

(

普
通
科
117
名
、
情
報
処

理
科
40
名)

を
加
え
、
生
徒
総
数

419
名
に
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
４
月
８
日(

金)

、
本

校
第
１
体
育
館
に
て
第
15
回
入
学

式
が
行
わ
れ
、
苓
洋
高
校
か
ら
着

任
さ
れ
た
第
十
六
代
校
長
坂
本
道

行
先
生
が｢

自
主
・
責
任
・
創
造｣

の
校
訓
の
も
と
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
個
性
を
重
視
し

｢

き
ら
り
と

光
る
生
徒｣

の
育
成
を
目
指
し
、

｢

誰
か
に
授
業
を
受
け
さ
せ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
受
け
身
で
は
な
く
、

自
ら
進
ん
で
授
業
を
受
け
て
い
る

の
だ｣

と
い
う
自
主
的
・
能
動
的

な
姿
勢
を
持
つ
こ
と
を
決
意
す
る

よ
う
に
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

４
月
13
日(

水)

か
ら
２
泊
３
日

の
日
程
で
合
志
市
Ｊ
Ａ
教
育
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
１
年
生
の
宿
泊

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
研

修
を
通
し
て
寝
食
を
共

に
し
て
学
ん
だ
こ
と
が

湧
心
館
魂
と
し
て
３

年
間
の
学
校
生
活
の

基
礎
と
な
り
ま
す
。

５
月
２
日(

月)

に

体
育
大
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
雨
天
順
延

と
な
り
ま
し
た
が
、

２
、３
年
生
に
よ
る
マ

ス
ゲ
ー
ム
や
１
年
生
に
よ
る
武
道

発
表
な

ど
300
人

近
く
の

観
客
が

あ
り
ま

し
た
。

５
月

末
に
は

高
校
総

体
・
高
校
総
文
祭
が
開
催
さ
れ
、

総
体
開
会
式
が
Ｋ
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
で

行
わ
れ
、
本
校
生
も
元
気
よ
く
行

進
し
ま
し
た
。
今
年
度
よ
り
発
足

し
た
剣
道
部
や
卓
球
部
な
ど
の
各

部
が
活
躍
し
ま
し
た
。
総
文
祭
で

は
生
徒
の
書
が
展
示
さ
れ
る
と
と

も
に
演
劇
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

夏
の
高
校
野
球
県
大
会
予
選
は
八

代
県
営
球
場
に
て
文
徳
高
校
と
対

戦
し
て
惜
敗
し
ま
し
た
。
野
球
部

は
秋
季
大
会
で
は
松
橋
高
校
に
延

長
12
回
の
激
戦
の
末
に
勝
利
を
収

め
ま
し
た
。

７
月
４
日(

月)

か
ら
３
日
間
、

２
年
生
の
進
路
研
修

(

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ)

を
実
施
し
ま
し
た
。

暑
い
中
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
目
標
に

あ
わ
せ
て
貴
重
な
学
習
体
験
を
し

ま
し
た
。

10
月
14
日(

金)

、15
日(

土)

に

は
文
化
祭
を
行
い
ま
し
た
。
太
鼓

部
や
各
ク
ラ
ス
の
発
表
・
食
バ
ザ
ー

な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
例

年
通
り
育
友
会
の
食
バ
ザ
ー
も
あ

り
お
い
し
い
食
事
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
芸
術
鑑
賞
で

は
ベ
ル
リ
ン
在
住
の
出
田
り
あ
さ

ん
が
本
校
の
た
め
に
帰
国
さ
れ
、

体
育
館
で
す
ば
ら
し
い
マ
リ
ン
バ

演
奏
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

進
路
状
況
と
し
て
は
、
進
学
面

で
は
熊
本
学
園
大
学
等
に
合
格
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
私
立
大
学
や

国
公
立
大
学
の
入
試
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
就
職
面
は
大
変
厳

し
い
状
況
の
中
で
地
元
企
業
等
に

内
定
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
同
窓

生
の
皆
様
か
ら
雇
用
情
報
を
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

昨
年
よ
り
標
準
服
を
制
定
し
、

本
年
４
月
入
学
式
で
は
新
入
生
全

員
が
標
準
服
で
出
席
し
ま
し
た
。

今
後
は
式
典
や
修
学
旅
行
・
入
学

入
社
試
験
等
で
着
用
し
ま
す
。
２

年
生
、
３
年
生
は
ス
ー
ツ
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
が
、
ネ
ク
タ
イ
と
リ

ボ
ン
に
つ
い
て
は
本
校
指
定
の
も

の
を
着
用
す
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
平
素
は
自
由
服

で
登
校
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
単
位

を
開
設
し
ま
し
た
。
本
校
の
特
徴

で
あ
る
単
位
制
を
活
用
し
て
、
年

間
で
１
単
位
に
相
当
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
生
徒
に
対

し
て
認
定

し
ま
す
。

昨
年
度
は

14
名
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
の
単
位

を
取
得
し

ま
し
た
。

定
時
制
は
、
49
名
の
新
入
生
を

迎
え
、
生
徒
総
数
226
名

(

男
130
名
、

女
96
名)

で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

坂
本
校
長
先
生
は
、
今
年
度
の

教
育
の
重
点
目
標
に

｢

豊
か
な
心

と
確
か
な
学
力
の
育
成
、
進
路
目

標
の
達
成｣

を
掲
げ
、
現
在
全
職

員
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

文
部
科
学
省
教
育
課
程
研
究
指
定

校
と
し
て

｢

自
尊
感
情
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上｣

を

テ
ー
マ
に
研
究
し
て
い
ま
す
。
生

徒
の
活
躍
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

○

｢

自
尊
感
情
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上｣

に
、
授
業

と
行
事
の
両
面
か
ら
取
り
組
み
、

授
業
で
は
生
徒
の
発
言
が
活
発
に

な
る
よ
う
に
言
語
活
動

(

発
問
、

指
示
な
ど)

を
工
夫
し
、
分
か
る

授
業
を
創
造
し
て
い
ま
す
。
行
事

で
は
、
生
活
体
験
発
表
会
と
湧
定

祭
を
最
重
点
取
組
と
し
て
、
生
活

体
験
作
文
や
友
達
に
宛
て
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
効
果
が
上
が
る

よ
う
に
、
様
々
な
課
題
を
解
決
す

る
つ
も
り
で
す
。

○
第
61
回
県
定
通
体
育
大
会

(

６

月)
は
、
大
雨
と
い
う
最
悪
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し

た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

た
生
徒
た
ち
が
格
好

良
く
見
え
ま
し
た
。

８
月
の
全
国
大
会
に
、

個
人
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

大
河
原
凌
・
中
武
彗

悟
組
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
山
口
絢
女
、
卓

球
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

４
位
川
部
博
信
、
剣
道
男
子
個
人

３
位
田
中
信
之
輔
、
４
位
山
下
北

斗
、
以
上
４
種
目
５
人
が
出
場
し
、

最
高
の
舞
台
で
皆
一
所
懸
命
健
闘

し
ま
し
た
。
ほ
か
は
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
男
子
団
体
優
勝
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
男
子
団
体
２
位
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
男
子
２
位
、
サ
ッ
カ
ー

２
位
、
軟
式
野
球
優
勝
で
し
た
。

○
第
61
回
県
定
通
文
化
大
会

(

10

月)

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
太
鼓
部

が
飾
り
、
弁
論
の
部
に
校
内
生
活

体
験
発
表
会
で
優
れ
た
発
表
を
し

た
井
上
瞳
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は

｢

月
の
沙
漠｣

の
、

吟
詠
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
と
ピ
ア
ノ
演

奏
、
そ
し
て
歌
に
合
わ
せ
て
書
と

水
墨
画
が
見
事
に
調
和
し
た
素
晴

ら
し
い
作
品
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
年
生
が
ド
ー
ナ
ツ
と
団

子
を
販
売
し
、
湧
定
を
精
一
杯
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

○
く
ま
も
と
教
育
の
日

｢

地
域
の

方
と
の
調
理
交
流
会｣

(

11
月
９

日)

は
平
成
９
年
以
来
の
交
流
会

で
、
出
水
南
地
区
の
方
々
13
名
か

ら
伝
統
的
米
料
理

｢

寿
司｣

を
作

る
技
を
学
び
、
米
食
の
良
さ
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
会
食
と
交
流
を
行
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
深
ま
っ

た
有
意
義

な
体
験
と

な
り
ま
し

た
。

○
第
44
回

湧

定

祭

(

11
月
16

日)

は
、

今
年
度
初

め
て
、
全

ク
ラ
ス
が
参
加
し
た
最
高
の
行
事

と
な
り
ま
し
た
。
恒
例
の
竹
あ
か

り
、
男
女
装
コ
ン
テ
ス
ト
、
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
展
示
、
バ
ザ
ー
、
お
化

け
屋
敷
で
大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、

振
興
会
に
は
豚
汁
等
の
バ
ザ
ー
で

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

外
部
か
ら
多
数
の
参
観
も
あ
り
、

生
徒
、
職
員
が
輝
く
、
思
い
出
深

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

○
進
路
決
定
状
況

(

11
月
末
現
在)

は
、
進
学
決
定
者
９
名

(

熊
本
学

園
大
学
、
熊
本
市
医
師
会
立
看
護

学
校
、
熊
本
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
専
門

学
校
等)

、
就
職
決
定
者
は
７
名

で
す
。
卒
業
予
定
者
全
員
が
進
路

目
標
を
達

成
す
る
よ

う
、
全
力

で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い

く
つ
も
り

で
す
。

○
各
種
検

定
取
得
状

況
(

11
月

末
現
在)

は
、
全
商

簿
記
実
務
検
定

｢

１
級
会
計
１
名
、

２
級
２
名｣
、
全
商
ワ
ー
プ
ロ
実

務
検
定｢

１
級
４
名
、
２
級
12
名
、

３
級
16
名｣

、
全
商
情
報
処
理
検

定｢

３
級
８
名｣

、
全
経
簿
記
能
力

検
定｢

２
級
１
名
、
３
級
８
名｣

に

合
格
し
ま
し
た
。

○
ほ
か
に
、
頑
張
る
高
校
生
表
彰

を
梅
村
翔
三
く
ん
が
受
賞
し
、
岡

村
瑠
星
く
ん
が
ワ
ー
プ
ロ
新
人
大

会
１
年
の
部
で
２
位
に
入
り
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
10
月

に
、
広
島
・
福
岡
の
研
修
旅
行
を

11
月
に
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
６

月
に
は
ラ
オ
ス
青
少
年
交
流
訪
日

団
を
受
け
入
れ
、
定
時
制
高
校
に

つ
い
て
の
説
明
や
授
業
参
観
の
ほ

か
、
ラ
オ
ス
盆
踊
り
を
一
緒
に
踊

り
、
交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
太

鼓
部
は
、
恒
例
の
地
域
交
流
の
ほ

か
、
和
太
鼓
の
同
時
演
奏
ギ
ネ
ス

記
録
に
挑
戦
し
、
２
７
７
８
人
の

新
記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
生
の
皆
様
方

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

４
月
17
日
、
130
人
の
新
入
生
を

迎
え
、
総
生
徒
数
839
人
で
平
成
23

年
度
の
通
信
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

入
学
式
で
は
、
坂
本
道
行
校
長

が
式
辞
の
中
で
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、
こ
の
湧

心
館
高
校
で
、
共
に
学
ぶ
仲
間
で

あ
る
。

将
来
を
見
据
え
た
目
標
を
持
っ

て
、
自

主
的
に

学
習
に

取
り
組

ん
で
ほ

し
い
。

善
悪

の
判
断

が
で
き

る
責
任

感
の
強

い
人
を

目
指
し
て
ほ
し
い
。

と
、
期
待
し
た
い
三
つ
の
こ
と

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
新
入
生
代
表
の
上
村
道
子
さ

ん
が
本
校
で
学
ぶ
決
意
を
力
強
く

宣
誓
し
ま
し
た
。

４
月
24
日
か
ら
本
校

ス
ク
ー
リ
ン
グ
、
５
月

１
日
か
ら
協
力
校
ス
ク
ー

リ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

６
月
12
日
、
あ
い
に

く
の
大
雨
の
中
、
第
61

回
熊
本
県
高
等
学
校
定

時
制
通
信
制
総
合
体
育

大
会
が
本
校
体
育
館
で

行
わ
れ
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
女
子
、
卓
球
男
子
が

見
事
、
団
体
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
個
人
戦
で
も
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
個
人
戦
ダ
ブ
ル

ス
、
剣
道
男
子
が
優
勝
、
そ
の
他

も
準
優
勝
な
ど
上
位
入
賞
を
果
た

し
、
通
信
制
の
部
活
動
の
強
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を

受
け
て
、
８
月
初
旬
よ
り
東
京
を

主
会
場
と
し
た
全
国
高
等
学
校
定

時
制
通
信
制
総
合
体
育
大
会
に
臨

み
、
ど
の
競
技
も
善
戦
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男

子
は
３
位
と
い
う
見
事
な
結
果
を

残
し
ま
し
た
。

９
月
11
・
12
日
に
は
ク
ラ
ス
マ
ッ

チ
を
第
一
体
育
館
・
柔
道
場
で
開

催
し
ま
し
た
。
秋
と
は
い
う
も
の

の
厳
し
い

残
暑
が
続

く
中
で
、

ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー

ル
・
百
人

一
首
に
一

生
懸
命
取

り
組
み
、

ス
ポ
ー
ツ

の
秋
、
芸

術
・
文
化
の
秋
を
満
喫
し
た
一
日

で
し
た
。

９
月
30
日
に
は
２
回
目
の
前
期

卒
業
式
を
行
い
ま
し
た
。
４
年
生

７
名
に
学
校
長
か
ら
卒
業
証
書
が

授
与
さ
れ
、
卒
業
生
代
表
の
中
村

有
希
さ
ん
が
保
護
者
・
学
校
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
、
将
来
の

希
望
を
胸
に
学
舎
を
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。

10
月
２
日
に
は
校
内
弁
論
大
会

を
行
い
、
４
人
の
弁
士
が
自
分
の

生
活
体
験
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ど
の
発
表
も
感
動
的
で
胸
の
熱
く

な
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
中
で

｢

一
人
じ
ゃ
な
い｣

と
題
し
て
発

表
し
た
２
年
生
の
國
武
美
里
さ
ん

が
学
校
代
表
と
し
て
県
の
定
通
文

化
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
発
表
会
も
同
時
開

催
さ
れ
、
書
道･

美
術
選
択
者
、

陶
芸
ク
ラ
ブ
、
生
活
ク
ラ
ブ
、
生
物

ク
ラ
ブ
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
制

作
に
か
か
る
限
ら
れ
た
短
い
時
間

の
中
で
、
ど
の
作
品
も
そ
の
人
の

個
性
や
主
張
が
表
れ
る
す
ば
ら
し

い
も
の
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

全
員
合
唱
に
お
い
て
は
、
心
を

一
つ
に
し
て
歌
い
、
通
信
制
の
仲

間
の
輪
が
で
き
ま
し
た
。

10
月
16
日
に
は
熊
本
県
高
等
学

校
定
時
制
通
信
制
文
化
大
会
が
県

立
劇
場
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
が
弁
論
大
会
、
午

後
に
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、

弁
論
大
会
で
は
國
武
さ
ん
が
、
全

国
大
会
出
場
に
は
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
堂
々
と
し
た
発
表
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー

ジ
発
表
で
は
、
１
年
の
牛
島
徳
子

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
独
奏
が
あ
り
、
観

客
を
魅
了
し
大
好
評
で
し
た
。

10
月
28
日
に
は
熊
本
県
が
ん
ば

る
高
校
生
表
彰
受
賞
者
に
３
年
の

増
田
祐
理
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、
ホ

テ
ル
熊
本
テ
ル
サ
で
蒲
島
県
知
事

か
ら
直
接
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
外
、
通
信
制
で
は
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
や
人
権
学
習
の

一
環
と
し
て
外
部
講
師
を
招
い
て

の
講
演
会
の
実
施
や
、
保
護
者
や

地
域
の
方
々
へ
の
学
校
開
放
を
行
っ

て
い
ま
す
。

最
後
に
本
校
通
信
制
は
、
先
日

の
前
期
卒
業
段
階
で
3502
名
、
前
身

の
江
津
高
等
学
校
通
信
制
を
合
わ

せ
る
と
、
4581
名
の
方
々
が
卒
業
さ

れ
、
本
校
で
学
ば
れ
た

｢

自
主
・

責
任
・
創
造｣

の
精
神
を
も
っ
て
、

職
場
や
家
庭
、
ま
た
は
上
級
学
校

に
進
ま
れ
、
全
国
各
地
で
活
躍
中

で
す
。
ま
た
後
輩
の
生
徒
諸
君
も

先
輩
の
後
に
続
く
べ
く
、
勉
学
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
皆

様
方
の
御
指
導
と
御
鞭
撻
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会

則

務
は
完
結
し
た
も
の
と
す
る
。

第
十
条

(

役
員
選
挙)

役
員
の

選
出
方
法
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

１
会
長
、
副
会
長
は
役
員
会
に
お

い
て
こ
れ
を
推
薦
し
、
総
会
の
承

認
を
受
け
る
。

２
顧
問
は
会
長
が
こ
れ
を
推
薦
し
、

総
会
に
報
告
す
る
。

３
各
委
員
は
部
会
・
卒
業
年
次
及

び
支
部
で
互
選
し
、
総
会
に
報
告

す
る
。

４
書
記
は
会
長
が
こ
れ
を
指
名
し
、

総
会
に
報
告
す
る
。

５
会
計
は
会
長
が
こ
れ
を
指
名

し
、
総
会
に
報
告
す
る
。
ま
た
、

会
計
事
務
は
湧
心
館
高
等
学
校
事

務
局
会
計
係
に
委
嘱
す
る
。

６
監
査
は
正
会
員
中
よ
り
役
員

会
に
お
い
て
こ
れ
を
推
薦
し
、
総

会
の
承
認
を
受
け
る
。

第
五
章

総
会
お
よ
び
会
議

第
十
一
条

(

総
会)

本
会
は
必
要

に
応
じ
て
総
会
を
開
く
こ
と
が
で

き
る
。

第
十
二
条

(

役
員
会
及
び
委
員
会)

役
員
会
は
会
長
が
こ
れ
を
招
集
し

て
本
会
の
庶
務
、
会
計
そ
の
他
一

切
の
会
務
を
処
理
す
る
。
役
員
会

は
重
要
事
項
を
審
議
し
、
総
会
に

代
わ
っ
て
次
の
事
項
を
決
定
す
る
。

１

本
会
事
業
の
審
議

２

年
度
の
運
営
方
針
と
総
括

３

年
度
行
事
計
画
と
報
告

４

年
度
予
算
及
び
決
算
報
告

５

会
則
の
改
正
変
更

６

そ
の
他
必
要
な
事
項

な
お
、
各
種
の
委
員
会
は
会
長
が

必
要
に
応
じ
て
設
置
し
、
開
催
・

議
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
章

会
計

第
十
三
条

(

経
費)

本
会
の
経
費

は
会
費
及
び
寄
付
金
そ
の
他
を
も
っ

て
当
て
る
。
徴
収
事
務
は
学
校
へ

委
嘱
し
、
会
費
五
千
円
は
在
学
中

に
徴
収
す
る
。

第
十
四
条

(

会
計
年
度)

本
会
の

会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に

始
ま
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終

了
す
る
。

第
七
章

附
則

第
十
五
条

(

細
則)

本
会
会
務
の

処
理
に
必
要
な
細
則
は
別
に
定
め

る
。

第
十
六
条

本
会
則
は
平
成
四
年

四
月
一
日
よ
り
実
施
す
る
。

第
十
七
条

平
成
七
年
十
一
月
二

十
二
日
一
部
改
正
実
施
す
る
。

第
十
八
条

平
成
十
二
年
四
月
一

日
一
部
改
正
実
施
す
る
。

第
十
九
条

平
成
二
十
三
年
一
月

二
三
日
一
部
改
正
承
認
し
、
同
年

四
月
一
日
よ
り
実
施
す
る
。
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第
一
章

総
則

第
一
条

(

名
称)

本
会
は
熊
本
県

立
湧
心
館
高
等
学
校
同
窓
会

(

以

下

｢

本
会｣

)

と
称
す
る
。

第
二
条

(

事
務
局)

本
会
の
事
務

局
は
熊
本
県
立
湧
心
館
高
等
学
校

内
に
置
く
。

第
三
条

(

目
的)

本
会
は
会
員
相

互
の
親
睦
並
び
に
会
員
と
の
連
絡

を
図
り
、
母
校
の
発
展
充
実
に
協

力
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章

組
織

第
四
条

(

会
員)

本
会
は
次
の
会

員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

１
正
会
員

本
会
の
正
会
員
は
江

津
高
等
学
校
・
湧
心
館
高
等
学
校

卒
業
生
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

た
だ
し
、
会
費
を
納
入
し
た
も
の

に
限
る
。

２
特
別
会
員

江
津
高
等
学
校
・

湧
心
館
高
等
学
校
職
員
・
旧
職
員

を
も
っ
て
構
成
す
る
。

３
名
誉
会
員

特
に
本
校
の
充
実

発
展
に
著
し
い
功
績
を
も
っ
て
入

る
者
で
、
本
会
で
推
挙
し
た
者
。

第
五
条

(

支
部)

本
会
は
必
要

に
応
じ
て
支
部
を
お
く
こ
と
が
で

き
る
。

第
六
条

(

部
会)

本
会
に
定
時

制
部
会
・
通
信
制
部
会
・
全
日
制

部
会
を
置
く
。

第
三
章

事
業

第
七
条

(

事
業)

本
会
は
そ
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
事
業
を

行
う
。

１
会
員
名
簿
及
び
会
誌
の
発
行
。

２
母
校
の
教
育
発
展
の
た
め
協

力
す
る
こ
と
。

３
そ
の
他
適
当
な
事
業
。

第
四
章

役
員

第
八
条

(

執
行
役
員)

本
会
の
執

行
役
員
は
次
の
と
お
り
と
し
、
任

期
は
二
年
と
す
る
。
但
し
再
任
を

妨
げ
な
い
。

１
会

長

一
名

２
副
会
長

三
名

(

各
部
会
一
名)

３
顧

問

若
干
名

(

校
長
、
教
頭
、
事
務
長
を
含
む
。)

４
部
会
代
表
委
員

各
部
会
の

卒
業
年
度
及
び
各
支
部
よ
り
若
干

名
と
し
、
定
時
制
部
会
五
名
、
通

信
制
部
会
二
十
名
、
全
日
制
部
会

五
名
計
三
十
名
を
上
限
と
す
る
。

５
書
記

一
名

６
会
計

一
名

７
監
査

三
名

(

各
部
会
一
名)

第
八
条
の
二

(

ク
ラ
ス
委
員
及
び
学
年
代
表
委
員)

ク
ラ
ス
委
員
は
一
名
と
し
、
学
年

代
表
委
員
一
名
は
ク
ラ
ス
委
員
に

よ
る
互
選
と
す
る
。
な
お
、
学
年

代
表
委
員
と
部
会
代
表
委
員
は
兼

務
で
き
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、

任
務
継
続
が
で
き
な
い
事
象
が
発

生
し
た
時
は
、
所
属
す
る
年
次
の

各
委
員
と
相
談
の
上
、
各
自
責
任

を
も
っ
て
交
代
や
代
理
を
た
て
て

会
の
運
営
に
協
力
す
る
こ
と
。

第
九
条

(

任
務)

役
員
の
任
務
は

左
記
の
と
お
り
と
す
る
。

１
会
長
は
本
会
を
代
表
し
会
務
を

総
括
す
る
。

２
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会

長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
会

長
の
命
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を

代
行
す
る
。

３
顧
問
は
本
会
の
諮
問
に
答
え
る
。

４
部
会
代
表
委
員
、
学
年
代
表
委

員
、
ク
ラ
ス
委
員
は
、
年
次
別
ク

ラ
ス
別
の
連
絡
そ
の
他
の
責
任
者

と
な
り
、
委
員
会
を
構
成
す
る
。

５
書
記
は
本
会
の
庶
務
を
担
当
し
、

会
議
記
録
、
通
信
、
そ
の
他
一
切

の
事
務
を
処
理
す
る
。

６
会
計
は
本
会
の
会
計
を
処
理
し
、

総
会
に
報
告
す
る
。

７
監
査
は
同
窓
会
事
業
会
計
、
周

年
行
事
、
校
友
会
の
監
査
に
当
た

る
。
ま
た
、
監
査
三
名
中
最
低
二

名
の
署
名
捺
印
が
あ
れ
ば
監
査
業 ����会員の皆様に｢江

極
だ
よ
り｣

二
十
三
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

今
号
は
、
三
十
二
年
目
を
迎
え
た

母
校
の
近
況
を
、
定
時
・
通
信
・

全
日
三
課
程
の
活
動
な
ど
掲
載
し

ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。
皆
様

の
ご
意
見
ご
感
想
等
、
同
窓
会
事

務
局
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

江
極
編
集
委
員
会

�������������������� �����������������会
員
の
身
上
に
、
変
更

(

住
所
や

氏
名
等)

が
発
生
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
同
窓
会
事
務
局
へ
！
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